
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業

（単位：円）

効果
総検査数2,841件に対し、検査結果は全て陰性であった。
定期的な検査に協力してもらうことで、各店舗が感染症拡大予防に向けた意識を高めること
ができた。

写真

実施内容

対象飲食店及び希望する市内の飲食店の経営者、従業員に対し唾液採取によるＰＣＲ検査
キットを配布し、予約制で回収を実施。
民間機関による検査を実施し、検査結果を経営者等に報告した。
また、検査結果で陽性の疑いがある者については、保健所による行政検査に繋げる体制を
整備した。
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事業期間 R2.12.15～R3.3.31

目的
年末に市内で連日感染者が発生したことに伴い、自主的に営業を自粛した接待を伴う飲食
店等に対し、感染症対策としてＰＣＲ検査の機会を提供する。

15,764,601 15,764,000

総事業費
財源内訳

臨時交付金 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

実施計画№ 事業名称 担当課

20 PCR検査事業 健康づくり推進課


